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特集

第４回一関地方畜産共進会

日
頃
の
飼
養
管
理
の

成
果
を
競
う

　

Ｊ
Ａ
や
一
関
市
、
平
泉
町
、
Ｊ
Ａ
和
牛

生
産
部
会
、
Ｊ
Ａ
酪
農
部
会
で
組
織
す
る

一
関
地
方
畜
産
共
進
会
実
行
委
員
会
は
７

月
14
、
15
の
２
日
間
、
第
４
回
一
関
地
方

畜
産
共
進
会
を
一
関
市
川
崎
町
で
開
き
ま

し
た
。

　

初
日
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
部
は
57
頭

が
出
品
さ
れ
、
最
高
位
賞
に
は
遠
藤
正
憲

さ
ん（
室
根
）が
出
品
し
た
牛
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
の
黒
毛
和
種
の
部
は
１
１
７
頭

が
出
品
さ
れ
、
最
高
位
賞
に
は
遠
山
幹
夫

さ
ん（
一
関
）が
出
品
し
た
牛
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

地
域
性
を
生
か
し
た

産
地
形
成
を
目
指
す

　

実
行
委
員
会
長
を
務
め
る
佐
藤
鉱
一
組

合
長
は「
こ
の
地
域
は
平
た
ん
地
と
中
山

間
地
か
ら
な
っ
て
お
り
、
米
、
園
芸
、
畜
産

の
複
合
経
営
の
産
地
を
形
成
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
Ｊ
Ａ
と
し
て
も『
黄
金
の
郷
づ

く
り
推
進
対
策
事
業
』を
柱
に
関
係
機
関

と
連
携
し
て
地
域
畜
産
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
く
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
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普段の飼養管理は特別なことを
していませんが、牛にストレスを
与えないように心掛けています。
賞を取れたのは周りの皆さんに
支えられたおかげと感謝していま
す。これからも仲間と一緒に地域
の酪農を盛り上げていきたいです。

未経産の部名誉賞の伊藤史博さん（千厩）

おいしい牛乳はいかが？（酪農女性部の皆さん）

ショーマンシップ賞の高橋郁也さん（花泉）

【ホルスタイン種の部】 
総合

※ベストアダー賞とは、最も理想的な乳房を持つ牛に与えられる名誉な賞です。

未経産の部
経産の部
未経産の部
経産の部

室 根

千 厩
室 根
室 根
室 根

受　賞　名 氏　名 地　区

第６部

第３部
第６部
第４部
第６部

部　門

名誉賞

準名誉賞

優　勝
準優勝
３　位

室　　根 
千　　厩 
藤　　沢 

順　位 地　区

地区対抗賞

遠藤　正憲 室 根 第６部ベストアダー賞

高橋　郁也 花　泉 ―ショーマンシップ賞

優　等　賞 小野寺　弘 藤　沢 ﾚｲﾌｲｰﾙﾄ゙   ｼ ﾔ゙ｽﾀｳｴｲ  ﾎ ﾙ゙ﾄﾝ

○第1部（未経産　8カ月以上12カ月未満）
出品頭数 順　位 氏　名 地　区 名　　　　　　　号

21

優　等　賞 三浦　幸夫 藤　沢 ﾌ ﾗ゙ﾂｸｼﾂﾌ  ゚ｾｼ ｽ゙  ｺﾞー ﾙﾄ゙   ﾏｳｲ ET

○第2部（未経産　12カ月以上16カ月未満）
出品頭数 順　位 氏　名 地　区 名　　　　　　　号

12

優　等　賞 伊藤　史博 千　厩 ﾎ ﾌー ﾗ゚ﾝﾄ゙   ﾄﾂﾌ ｼ゚ｰ  ｸﾗｳﾝ

○第3部（未経産　16カ月以上20カ月未満）
出品頭数 順　位 氏　名 地　区 名　　　　　　　号

6

優　等　賞 遠藤　正憲 室　根 ｸﾚｰﾊﾞー ﾌｲｰﾙﾄ゙   ﾃﾝﾌ ﾀ゚ｰ  ｺﾑｽﾀｰ

○第4部（未経産　20カ月以上）
出品頭数 順　位 氏　名 地　区 名　　　　　　　号

８

優　等　賞 ㈲あぐりずむヤスバ 室　根 ｱｸ ﾘ゙ｽﾀｰ  ｽｶｲｼﾖﾂｸ  ｴﾚｷﾝｸ  ゙ ET

○第5部（経産　36カ月未満）
出品頭数 順　位 氏　名 地　区 名　　　　　　　号

6

優　等　賞 遠藤　正憲 室　根 ｸﾚｰﾊﾞー ﾌｲｰﾙﾄ゙   ﾍｽ ﾄ゙ﾗｲ  ﾀﾞー ﾊﾑ

○第6部（経産　36カ月以上）
出品頭数 順　位 氏　名 地　区 名　　　　　　　号

４

部門別
（敬称略）

遠藤　正憲

伊藤　史博
遠藤　正憲
遠藤　正憲
遠藤　正憲

最高位賞
（いわて農林水産振興協議会長賞）

第６１回岩手県畜産共進会

遠
藤
真
一
さ
ん
が

第
４
部
で
２
等
に
入
賞

　

県
共
進
会
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
部

は
７
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
県

内
酪
農
家
の
自
慢
の
愛
牛
77
頭
が
出

品
。
管
内
か
ら
は
６
頭
を
出
品
し
ま

し
た
。
月
齢
な
ど
で
分
か
れ
10
部
門

で
審
査
さ
れ
、
未
経
産
第
４
部
で
遠

藤
真
一
さ
ん（
千
厩
）の
出
品
牛
が
２

等
に
入
賞
し
ま
し
た
。
遠
藤
さ
ん
は

「
Ｊ
Ａ
の
支
援
と
一
緒
に
参
加
し
た
仲

間
の
協
力
で
上
位
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
他
の
地
域
の
方
と
交
流
し

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
出
品
技
術
と

牛
群
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
今

後
の
出
品
で
は
上
位
入
賞
を
目
指
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。

特集　第４回一関地方畜産共進会

室
根
町
折
壁

遠
藤
正
憲
さ
ん 冷たくておいしい

ね♪

リードする遠藤さんと入賞牛
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【黒毛和種の部】 
総合

部門別
（敬称略）

優　勝
準優勝
第３位

大　東
花　泉

一　関・東　山

順　位 支　部

支部対抗賞

東　山 ―ショウマンシップ賞

優　等　賞 小原　琢夢 東　山 べにあかね（勝早桜５）

○第1区（若雌の1　生後1０～14カ月未満）
出品頭数 順　位 氏　名 支　部 名号〈血統（父）〉

27

優　等　賞 須藤　俊 花　泉 みつただ（美津照重）

○第2区（若雌の2　生後14～17カ月未満）
出品頭数 順　位 氏　名 支　部 名号〈血統（父）〉

23

優　等　賞 千葉　直之 千　厩 ゆりひで（菊福秀）

○第3区（若雌の3　生後17～20カ月未満）
出品頭数 順　位 氏　名 支　部 名号〈血統（父）〉

27

優　等　賞

○第4区（繁殖雌牛群　経産牛　4頭1組）
出品頭数 順　位 支　　部：氏　　名

28

優　等　賞

○第5区（高等登録群または育種登録群　2頭1組）
出品頭数 順　位 支　　部：氏　　名

12
※出品頭数はのべ 117 頭。組出品により重複があります。

一関：遠山幹夫

大東：小野寺一雄・那須勉・菅原信也・藤原邦男

若雌の部
経産の部
若雌の部

経産の部

一　関

東　山
一　関
花　泉

大　東

受　賞　名 氏　名 支　部

第５区

第１区
第５区
第２区

第４区

部　門

名誉賞

準名誉賞

遠山　幹夫

小原　琢夢
遠山　幹夫
須藤　　俊
小野寺一雄
那須　　勉
菅原　信也
藤原　邦男

最高位賞
（いわて農林水産振興協議会長賞）

小原　琢夢

特集　第４回一関地方畜産共進会

宮城全共岩手県出品牛最終選抜会

全
共
へ
の
挑
戦
こ
れ
か
ら
も

　

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
全

共
）
の
最
終
選
抜
を
兼
ね
た
第
61
回

岩
手
県
畜
産
共
進
会
は
７
月
26
日
、

Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
中
央
家
畜
市
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
予
備
選
抜
を
突
破

し
た
３
頭
が
管
内
か
ら
出
品
さ
れ
ま

し
た
が
、
惜
し
く
も
全
国
へ
の
切
符

は
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
選
ば
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
県
の

畜
産
振
興
の
礎
と
な
る
牛
と
し
て
今

後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
出
品
者
の
佐
々

木
憲
人
さ
ん
は
「
今
回
得
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
、
５
年
後
の
全
共
を
目

指
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

受賞して素直にうれしいです。
共進会には毎回出品していま
すが、いつも仲間に手伝っても
らって感謝しています。牛飼い
は好きで５０年間続けています。
これからも好きな牛飼いを続
けていきたいと思っています。

名誉賞、ショウマンシップ賞の小原琢夢さん
（東山）

暑い中とん汁作りお疲れさまでした（和牛女性部の皆さん）

１１７頭の自慢の愛牛

一
関
市
滝
沢

遠
山
幹
夫
さ
ん モ～暑くて大変！

！
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ＪＡは地域の畜産振興と畜産経営向上に向け、

指導体制と内容の充実化に取り組んでいます。

今回は日々の飼養管理に励む生産者と畜産振興

に取り組むＪＡ担当者の声をお届けします。

畜産振興を生産者と共に

遠藤  正憲 さん（室根町折壁）
　牛はストレスを感じると健康や乳質に影響が出てしまいます。
牛の飼養環境を整え、餌やりや搾乳の時間を毎日一定にする
ように気を配っています。「おいしい」と飲んでもらえるように、
安全・安心で質の良い生乳生産を目指します。

ＪＡ担当  皆川  孝之 職員
　今年度から本格的に乳汁検査を実施しています。乳房炎の
原因を特定し早期対応ができるようになり、乳質向上に役立つ
ことが期待されます。生産者の交流を深め、部会一丸となり
おいしい牛乳を届けます。

佐藤  喜明 さん（大東町鳥海）
　部会の地区班長を務めています。地域内の飼養頭数を維持す
るため、声を掛け合いながら班内を盛り上げていきたいと思って
います。血統や飼養管理についてＪＡの担当者にアドバイスを
もらいながら、健康な子牛の育成に取り組んでいます。

ＪＡ担当  菅原  勝弘 調査役
　和牛生産部会と共に、優良牛の生産、安定供給に向けて飼養
管理マニュアルに沿った技術の情報共有と、県有牛等優良種
雄牛を活用した保留交配指針の活用などで、和牛繁殖農家の
経営安定と所得向上に取り組んでいきます。

佐藤　良 さん（花泉町油島）
　良い牛づくりを目標に生産に取り組んでいます。牛の飼養環境
を整え、ストレスなく肥育できるように気を配っています。愛情
を込めて育てた「いわて南牛」を地元の多くの人にも味わって
いただきたいと思います。

ＪＡ担当  二階堂  勝彦 課長代理
　生産者が円滑な経営ができるように、さまざまな情報を提供
しています。購買者との良好な関係を築き、販売強化に努めてい
ます。多くの消費者にいわて南牛を食べていただくため、安定
出荷に取り組んでいきます。

遠藤さん㊧と皆川職員

佐藤さん㊧と菅原調査役

二階堂課長代理㊧と佐藤さん

酪農

繁殖

肥育


